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北里柴三郎先生が肖像画に採用された
  新千円札発行を記念してシンポジウムを開催

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
新
千

円
札
の
肖
像
画
と
な
っ
た
北

里
先
生
の
功
績
を
振
り
返
る

中
で
、
日
本
医
師
会
の
果
た

し
て
い
る
役
割
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

を
踏
ま
え
、
今
後
、
い
つ
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
新
興
感

染
症
に
備
え
て
何
が
必
要
な

の
か
を
共
に
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
開
催
し
た
も

の
で
あ
る
。

松本会長

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

思
う
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
は
、
ま
ず
、
北
里

先
生
の
ひ
孫
で
あ
る
北
里
英

郎
北
里
柴
三
郎
記
念
館
館
長

と
釜

敏
副
会
長
に
よ
る
対

談
が
行
わ
れ
た
。

北里館長

対
談
の
中
で
北
里
館
長

は
、
（
１
）当
初
、
北
里
先
生

は
医
師
に
な
る
つ
も
り
は
な

か
っ
た
こ
と
、（
２
）
オ
ラ
ン

ダ
軍
医
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

先
生
や
福
沢
諭
吉
先
生
と
の

出
会
い
、
（
３
）
北
里
研
究

所
の
立
ち
上
げ
、
（
４
）
日

本
の
猫
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
を

つ
く
っ
た
話
、
（
５
）
日
本

医
師
会
の
設
立

─
な
ど

を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
説
明
。

釜萢副会長

釜

副
会
長
は
、
「
北
里

先
生
が
１
０
０
年
も
前
か
ら

予
防
医
学
の
重
要
性
を
提
唱

し
て
い
た
こ
と
に
頭
が
下
が

る
思
い
で
あ
る
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
大
変
な
苦
労
の

下
、
日
本
医
師
会
を
設
立
し

た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表

明
。
現
在
の
日
本
医
師
会
に

お
い
て
も
北
里
先
生
の
志
は

受
け
継
が
れ
、
「
国
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
」
「
医
師

の
医
療
活
動
を
支
え
る
」
と

い
う
二
つ
の
大
き
な
目
的
の

実
現
に
向
け
た
役
割
や
、
災

害
時
に
お
け
る
日
本
医
師
会

災
害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
の
派
遣
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に

関
し
て
は
、
釜

副
会
長
が

会
員
の
先
生
方
と
一
体
一
丸

と
な
っ
て
対
応
し
た
結
果
、

日
本
で
は
Ｇ
７
加
盟
国
の
中

で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
累
積
陽

性
者
数
、
死
亡
者
数
共
に
低

い
水
準
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と

を
強
調
。
新
た
な
感
染
症
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
感

染
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
ま
ず
は
感
染
症

指
定
医
療
機
関
が
そ
の
役
割

を
担
っ
た
上
で
、
そ
の
間
に

可
能
な
限
り
多
く
の
一
般
医

療
機
関
で
も
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
、

日
本
医
師
会
で
も
診
療
所
を

対
象
と
し
た
新
興
感
染
症
対

応
に
関
す
る
研
修
を
始
め
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

一
方
、
北
里
館
長
は
北
里

先
生
が
一
般
の
人
々
に
正
し

い
知
識
を
伝
え
る
こ
と
で
感

染
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
こ

と
を
紹
介
。
「
今
後
新
た
な

感
染
症
が
出
現
し
た
際
に
も

こ
の
考
え
は
重
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
北
里
館
長
が
日

本
医
師
会
が
情
報
弱
者
も
含

め
た
人
々
に
正
し
い
知
識
を

伝
え
て
い
く
こ
と
に
期
待
感

を
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

釜

副
会
長
は
日
本
医
師
会

で
はYouTube
やLINE

な
ど

で
、
健
康
に
役
立
つ
情
報
等

を
配
信
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、そ
の
活
用
を
求
め
た
。

続
い
て
、
二
つ
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

本郷教授

本
郷
和
人
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
教
授
（
歴
史
学
者
）

は
、
（
１
）
奈
良
時
代
に
は

天
然
痘
が
大
流
行
し
、
亡
く

な
ら
れ
た
人
々
の
鎮
魂
を
目

的
と
し
て
奈
良
の
大
仏
が
建

立
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
、
（
２
）
江
戸
時
代
に
は

コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
少
な
く

と
も
10
万
人
が
死
亡
し
た
こ

と
が
江
戸
幕
府
滅
亡
の
要
因

の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る

─
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

昔
は
ワ
ク
チ
ン
も
な
く
、

天
然
痘
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
が
難
し
い
中
で
、
感
染

対
策
が
可
能
に
な
っ
た
要
因

の
一
つ
と
し
て
、神
道
の「
清

ら
か
で
あ
れ
」
と
い
う
教
え

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
示

し
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
人
口

が
大
き
く
増
え
た
こ
と
に
も

触
れ
、
そ
れ
に
は
地
域
の
有

力
者
が
頭
脳
明め

い
せ
き晰
な
子
ど
も

達
を
、
当
時
最
先
端
の
医
療

が
行
わ
れ
て
い
た
長
崎
な
ど

に
派
遣
し
、
そ
の
子
ど
も
達

が
最
新
の
医
学
知
識
を
学

び
、
医
師
と
し
て
地
元
に
帰

っ
て
、
病
人
の
治
療
に
当
た

る
な
ど
、
地
域
で
子
ど
も
達

お知らせ

　今回行われたシンポジウム「受け継
がれる北里柴三郎の志～新千円札発行
を記念して～」の模様は、後日に採録
を朝日新聞全国版
に、動画を日本医師
会公式YouTubeチ
ャンネルにそれぞれ
掲載する予定となっ
ています。
　ぜひ、ご覧下さい。

　日本医師会シンポジウム「受け継がれる北里柴三郎の志～新千円札
発行を記念して～」を9月15日、日本医師会館大講堂で開催した。
　当日は、1,100名を超える応募者の中から抽選により当選した約500
名の参加者が会場に集い、北里先生の偉大さを改めて実感するととも
に、日本医師会の果たしている役割や生活の中で必要とされる感染対
策、感染症と日本人の戦いの歴史などを学んだ。

を
育
て
る
と
い
っ
た
伝
統
が

あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
分
析
。
今

後
は
歴
史
家
と
し
て
、
そ
れ

ら
の
人
々
の
功
績
も
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。菅原教授

菅
原
え
り
さ
東
京
医
療
保

健
大
学
大
学
院
教
授
は
昨

年
、
感
染
者
が
ほ
と
ん
ど
出

て
い
な
か
っ
た
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
感
染
症
、
手
足
口
病
が

こ
の
夏
、
人
と
人
と
の
接
触

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
爆

発
的
な
感
染
の
拡
大
を
見
せ

た
こ
と
を
紹
介
。
「
こ
の
こ

と
は
、
我
々
が
感
染
症
と
向

き
合
い
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
の
現
れ
だ
」
と
し
、
今
後

感
染
拡
大
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、（
１
）手
洗
い
、（
２
）

マ
ス
ク
着
用
、（
３
）
換
気
、

（
４
）
具
合
が
悪
け
れ
ば
登

校
や
通
勤
は
で
き
る
だ
け
控

え
る

─
と
い
っ
た
、
コ
ロ

ナ
禍
を
踏
ま
え
た
対
応
を
継

続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
強
調
し
た
。

更
に
、
菅
原
教
授
は
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
で
入
院
患
者
が
減

っ
た
デ
ー
タ
を
示
し
な
が

ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要

性
を
説
明
。
「
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
を
持
つ
人
達
は
ぜ

ひ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
願

い
し
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

そ
の
後
に
は
、
Ｑ
＆
Ａ
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
「
北

里
先
生
が
大
き
な
成
果
を
挙

げ
ら
れ
た
要
因
」
「
こ
れ
ま

で
感
染
症
が
人
類
に
影
響
を

与
え
た
出
来
事
を
一
つ
挙
げ

る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
」

「
感
染
症
は
な
ぜ
撲
滅
し
な

い
の
か
」
「
超
高
齢
社
会
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
医
療
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
」
な
ど
、

事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
10
の
質

問
に
、
演
者
が
回
答
。
最
後

に
は
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当

選
者
に
松
本
会
長
ら
か
ら
日

医
君
グ
ッ
ズ
な
ど
が
手
渡
さ

れ
た
。

吉
郎
会
長
は
北
里
先
生
が
新

千
円
札
の
肖
像
画
に
採
用
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
野

口
英
世
先
生
に
続
き
肖
像
画

に
医
師
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、

医
療
が
社
会
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の

裏
付
け
で
あ
る
」
と
強
調
。

今
後
も
北
里
先
生
の
ス
ピ
リ

ッ
ツ
を
受
け
継
ぎ
、
「
人
生

１
０
０
年
時
代
」
に
向
け
て
、

治
療
を
中
心
と
し
た
医
療
の

み
な
ら
ず
、
「
予
防
・
健
康

づ
く
り
」
に
も
力
点
を
置
き
、

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
尽

力
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

北川日本医学会副会長

引
き
続
き
あ
い
さ
つ
し
た

北
川
雄
光
日
本
医
学
会
副
会

長
／
慶
應
義
塾
常
任
理
事

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
慶

應
義
塾
大
学
病
院
で
は
、
初

代
病
院
長
で
も
あ
っ
た
北
里

先
生
の
「
基
礎
・
臨
床
一
体

と
な
っ
て
一
家
族
の
如
く
医

学
を
追
求
せ
よ
」
と
の
教
え

に
従
い
、
基
礎
・
臨
床
一
体

と
な
っ
て
対
応
し
た
こ
と
を

紹
介
。
「
北
里
先
生
の
業
績

を
本
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

と
共
に
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く

対談「北里柴三郎の功績と日本医師会の果たす役割」
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ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

 

届
出
・
算
定
を
改
め
て

呼
び
掛
け
る

9
月
18
日

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届

出
に
つ
い
て
、
９
月
11
日
に

簡
素
化
さ
れ
た
届
出
様
式
が

厚
生
労
働
省
よ
り
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
届
出
に
係
る

日
本
医
師
会
の
取
り
組
み
と

併
せ
て
説
明
を
行
っ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
、
職
員
の
賃
上
げ

の
原
資
と
な
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
が
創
設
さ
れ
た
経

緯
や
目
的
を
改
め
て
説
明

し
、
「
人
材
確
保
は
、
医
療

の
質
と
安
全
の
確
保
、
地
域

医
療
提
供
の
継
続
の
た
め
に

必
要
で
あ
り
、
日
本
医
師
会

日本医師会ホームページ掲載
「なるほど！診療報酬」をリニューアル

　日本医師会はこのほど、ホームページに掲載している「なるほど！診療
報酬」のコーナーのリニューアルを行いました。
　本コーナーは、「診療報酬＝医師だけの収入」と誤解している国民も
いることから、「診療報酬」について正しく理解してもらうことを目的とし
て掲載しているものです。
　その内容は、「『診療報酬』とは？」「診療行為ごとに公定価格【点数】
が決められている」「点数はどうやって決まっているの？」「『診療報酬』
は医師だけの収入？」「必要かつ適切な『診療報酬』の確保が不可欠！」
で構成されており、今回のリニューアルでは新たに「令和6年度診療報酬
改定について」を追加。その中では、令和6年度診療報酬改定に当たっ
ての日本医師会の主張や主な改定内容等を盛り込んでいます。
　必要かつ適切な「診療報酬」を確保するためには国民の理解は必要不
可欠なものとなっています。本コーナーでは「診療報酬」に
ついて分かりやすく説明していますので、ぜひ、ご活用頂け
れば幸いです。

日
本
医
師
会
は
９
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
令
和
６
年
度

第
７
回
理
事
会
に
お
い
て
、

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本

方
針
」
の
改
正
並
び
に
「
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程
」
の

策
定
を
行
う
こ
と
を
承
認
し

た
。今

回
の
改
正
並
び
に
策
定

は
、
本
年
10
月
末
か
ら
の
医

師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
の
本
導
入

に
向
け
て
、
日
本
医
師
会
と

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
格

な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
及
び
情
報
資
産
の
保
護
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

改
正
さ
れ
た
基
本
方
針
は

令
和
２
年
７
月
20
日
に
制
定

し
た
も
の
で
、
今
回
は
「
１
．

法
令
等
の
遵
守
」「
２
．
管
理

体
制
の
確
立
」「
３
．
情
報
資

産
の
管
理
」「
４
．
教
育
等
の

実
施
」「
５
．
違
反
及
び
事
故

へ
の
対
応
」
の
５
項
目
に
構

成
が
見
直
さ
れ
た
。

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規

程
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
方

針
の
内
容
に
実
効
性
を
持
た

せ
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の

で
、
日
本
医
師
会
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
、
情

報
資
産
を
保
護
す
る
た
め
の

基
本
事
項
を
定
め
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
当
日
の
理
事
会
で

は
「
リ
ス
ク
管
理
規
程
」
の

改
正
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ

た
。主

な
改
正
点
と
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
等
も
踏
ま
え
、「
緊

急
事
態
の
範
囲
」
に
「
新
興
・

再
興
感
染
症
」
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の

本
導
入
を
見
据
え
、「
情
報
シ

ス
テ
ム
へ
の
外
部
か
ら
の
不

正
な
ア
ク
セ
ス
や
機
密
情
報

の
漏ろ

う
え
い洩
」
を
追
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
対
応
の
基
本
方
針
を
定

め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

施
行
日
に
つ
い
て
は
、
今

回
承
認
し
た
基
本
方
針
・
規

程
全
て
本
年
10
月
１
日
か
ら

と
な
っ
て
い
る
。

日本医師会
医
師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）の

 

本
導
入
に
向
け
て

  
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針
」の

                                  

改
正
等
を
実
施

マ

ミ

ス

と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
医
療
機
関
で
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
を
届
出
・
算
定

を
し
て
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と

強
調
。
一
方
で
、
「
届
出
様

式
が
複
雑
で
届
出
が
難
し

い
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
日
本
医
師
会

と
し
て
説
明
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
分
か
り
や
す
い
解

説
を
行
う
と
と
も
に
、
届
出

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
対

応
を
厚
労
省
と
相
談
し
て
き

た
結
果
、
今
回
の
簡
素
化
が

行
わ
れ
た
と
し
た
。

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
日
本

医
師
会
が
取
り
組
ん
で
き
た

具
体
的
な
対
応
と
し
て
、

（
１
）
厚
労
省
と
共
に
「
診

療
報
酬
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
、（
２
）
日
本
医

師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
メ
ン

バ
ー
ズ
ル
ー
ム
）
に
「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
に
つ

い
て
」
の
特
設
ペ
ー
ジ
を
開

設
、（
３
）
都
道
府
県
医
師
会

社
会
保
険
担
当
理
事
連
絡
協

議
会
を
厚
労
省
と
の
共
催
に

よ
り
開
催
、（
４
）
ス
タ
ッ
フ

の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
診
療

所
の
届
出
を
支
援
す
る
た
め

の
、
最
も
シ
ン
プ
ル
な
届
出

例
（
賃
金
改
善
計
画
書
）
を

解
説
す
る
ス
ラ
イ
ド
（
音
声

付
き
）
を
日
本
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
メ
ン
バ
ー
ズ
ル

ー
ム
）
に
公
表

─
し
た
こ

と
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
今

後
も
精
力
的
に
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
く
姿
勢
を
示
し
、

ま
だ
届
出
を
行
っ
て
い
な
い

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
日

本
医
師
会
と
厚
労
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
併
せ
て
確
認
し

て
頂
く
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

次
に
、
届
出
を
行
う
医
療

機
関
の
負
担
を
軽
減
し
、
円

滑
な
届
出
を
可
能
と
す
る
観

点
か
ら
簡
素
化
が
行
わ
れ
た

今
回
の
届
出
様
式
に
つ
い
て
、

主
な
変
更
点
を
解
説
し
た
。

全
般
的
に
記
載
上
の
説
明

を
詳
し
く
、
分
か
り
や
す
い

も
の
に
し
た
上
で
、
賃
金
改

善
計
画
書
関
連
で
は
、
（
１
）

対
象
職
員
の
基
本
給
等
に
係

る
事
項
の
職
種
グ
ル
ー
プ
別

の
記
載
箇
所
、（
２
）
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
対
象
外
職
種

の
「
給
与
総
額
」
に
関
す
る
項

目

─
が
削
除
さ
れ
、
記
載

量
が
削
減
さ
れ
て
い
る
他
、

ベースアップ評価料算定のご検討を！！
─届出様式が簡素化されました─

※ただし、従来の様式で準備をしている場合はそのまま届け出ることも可能

詳しくは厚生労働省ベースアップ評価料特設ページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00053.html）等をご確認願います。

　令和6年度診療報酬改定で新設された「ベースアップ評価料」の届出様式がこのほど、簡素化されました。まだ届出をされていない
医療機関は、ぜひ、この機会に算定のご検討をお願いいたします。
主な変更点
◉診療所・病院の「賃金改善計画書」のベア評価料対象外職種の基本給等に係る事項で、給与総額の記載項目が削除された。
◉診療所の「賃金改善計画書」の基本給等に係る事項で、職種グループ別の記載項目が削除された。
◉外来・在宅ベア評価料Ⅱを算定しない診療所の「賃金引き上げ計画書作成のための計算シート」について、届け出種別欄が削除されるとともに、
届け出を行う月の記載方法も簡略化された。

「
賃
金
引
き
上
げ
計
画
書
作

成
の
た
め
の
計
算
シ
ー
ト
」

に
つ
い
て
も
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
（
Ⅱ
）
を
届
出
し

な
い
場
合
は
、
対
象
職
員
の

給
与
総
額
の
記
載
が
不
要
に

な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
届
出
様
式
の
改
定

に
伴
い
、
厚
労
省
の
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料　

特
設
ペ

ー
ジ
」
も
刷
新
さ
れ
た
こ
と

に
触
れ
、
新
し
い
届
出
様
式

に
加
え
、
初
め
て
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
の
届
出
を
行
う

医
療
機
関
向
け
の
資
料
や
動

画
、
支
援
ツ
ー
ル
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

の
上
、そ
の
活
用
を
求
め
た
。

医
療
機
関
の
持
ち
出
し
は

不
要そ

の
他
、
届
出
の
難
し
さ

以
外
で
、
届
出
を
た
め
ら
う

理
由
と
な
っ
て
い
る
事
項
と

し
て
、
「
医
療
機
関
が
持
ち

出
し
を
し
て
ま
で
賃
上
げ
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」「
今

後
の
診
療
報
酬
改
定
で
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
継
続
す

る
の
か
」
と
い
う
懸
念
が
あ

る
こ
と
を
説
明
。
前
者
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
ス
２
・
５
％

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
算
定
要

件
で
は
な
く
、
医
療
機
関
の

持
ち
出
し
は
必
要
な
い
こ
と

を
強
調
し
、
「
安
心
し
て
届

出
し
て
頂
き
た
い
」
と
述
べ

た
。後

者
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
上
前
か
ら
維
持
さ
れ
て
い

る
介
護
分
野
の
「
介
護
職
員

等
処
遇
改
善
加
算
」
を
例
に

挙
げ
、
今
後
の
診
療
報
酬
改

定
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

が
単
純
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

は
考
え
づ
ら
い
と
の
見
方
を

示
し
、
日
本
医
師
会
と
し
て

も
継
続
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
い
く
と
し
た
他
、
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
の

強
い
後
押
し
に
な
る
」
と
し

た
。

多
く
の
医
療
機
関
で 

届
出
・
算
定
を

同
常
任
理
事
は
最
後
に
、

「
日
本
医
師
会
と
し
て
、
今

後
も
厚
労
省
と
連
携
し
て
、

ま
た
、
都
道
府
県
医
師
会
や

各
臨
床
医
会
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
医
療
機
関
で
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
を
届
出
・
算
定

を
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
改
め
て

決
意
を
示
し
た
。



（3）第1512号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和6年10月5日

かかりつけ医機能の
                  更なる充実・向上を目指して開催

日医かかりつけ医機能研修制度令和6年度応用研修会（第1回）日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度
令
和
６
年
度
応
用

研
修
会
（
第
１
回
）
が
９
月

16
日
、
日
本
医
師
会
館
小
講

堂
で
開
催
さ
れ
、
24
都
道
府

県
医
師
会
の
受
講
会
場
に
も

同
時
中
継
さ
れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
「
か
か
り
つ

け
医
は
地
域
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
を
支
え
る
要
の
役

割
と
し
て
、
今
後
も
か
か
り

つ
け
医
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ

る
」
と
述
べ
、
地
域
で
活
躍

し
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
が

患
者
や
地
域
医
療
に
貢
献
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
本
研
修

制
度
の
更
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

続
い
て
、
６
題
の
講
義
が

行
わ
れ
た
。

講
義
１
「
か
か
り
つ
け
医

の
糖
尿
病
管
理
」
で
は
、
鈴

木
亮
東
京
医
科
大
学
糖
尿

病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科
学

分
野
主
任
教
授
が
、
２
型
糖

尿
病
の
治
療
並
び
に
療
養
計

画
書
作
成
に
当
た
っ
て
必
要

な
知
識
を
解
説
。

同
教
授
は
、
ま
ず
、
糖
尿

病
の
基
礎
知
識
及
び
診
断
ま

で
の
流
れ
・
注
意
点
を
説
明

し
、
「
糖
尿
病
を
早
期
発
見

し
、
合
併
症
の
状
態
を
速
や

か
に
評
価
し
て
適
切
に
治
療

す
る
こ
と
は
、
糖
尿
病
の
無

い
人
と
変
わ
ら
な
い
寿
命
と

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
達
成
す
る
上
で
極

め
て
重
要
」
と
強
調
し
た
。

目
標
体
重
・
目
標HbA1c

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
『
糖

尿
病
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
２
４
』
等
を
基
に
、
肥
満
・

肥
満
症
の
診
断
、
治
療
プ
ラ

ン
の
立
て
方
に
つ
い
て
説
明

し
、
「
患
者
と
一
緒
に
達
成

可
能
な
目
標
を
、
期
限
を
決

め
て
、
患
者
自
身
が
主
体
的

に
決
め
た
目
標
だ
と
思
え
る

よ
う
に
対
話
す
る
こ
と
が
理

想
的
だ
」
と
述
べ
た
他
、
療

養
計
画
書
の
書
き
方
も
示
し

た
。ま

た
、
食
事
と
運
動
の
目

標
設
定
と
指
導
に
関
し
て

は
、
「
初
診
時
に
こ
れ
ま
で

の
食
習
慣
を
聞
き
出
し
、
明

ら
か
な
問
題
点
が
あ
る
場
合

に
は
ま
ず
そ
の
是
正
か
ら
進

め
る
べ
き
」
と
し
た
上
で
、

適
切
な
運
動
療
法
の
進
め
方

に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

講
義
２
「
か
か
り
つ
け
医

の
脂
質
異
常
症
管
理
」で
は
、

吉
田
博
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
附
属
柏
病
院
長
・
教
授

が
、
『
動
脈
硬
化
性
疾
患
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
２

年
版
』
等
を
基
に
、
生
活
習

慣
改
善
の
エ
ッ
セ
ン
ス
や
令

和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
へ

の
対
応
に
つ
い
て
解
説
。

同
教
授
は
、
２
０
１
７
年

版
の
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら

２
０
２
２
年
版
へ
の
主
な
変

更
点
を
示
し
た
上
で
、
危
険

因
子
で
あ
る
ト
リ
グ
リ
セ
ラ

イ
ド
（
中
性
脂
肪
）
に
つ
い

て
の
知
見
や
、
検
査
値
・
症

状
に
応
じ
た
治
療
薬
の
選
択

な
ど
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
予

防
の
包
括
的
リ
ス
ク
管
理
を

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
知

識
を
説
明
し
た
他
、
生
活
習

慣
改
善
の
た
め
に
重
要
な
、

「
禁
煙
」
「
飲
酒
」
「
肥
満
・

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
対
策
」
「
食
事
療
法
」
「
運

動
療
法
」
に
関
す
る
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
診
療

報
酬
改
定
を
踏
ま
え
、
「
生

活
習
慣
病
管
理
料
」
を
算
定

す
る
に
当
た
っ
て
、
脂
質
異

常
症
に
関
す
る
療
養
計
画
書

の
具
体
的
な
書
き
方
を
詳
説

し
た
他
、
治
療
管
理
に
お
け

る
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
等
と
の
多
職
種
連
携
の

重
要
性
も
強
調
し
た
。

講
義
３
「
栄
養
や
口
腔
に

お
け
る
か
か
り
つ
け
医
と
の

連
携
」
で
は
、
西
岡
心
大
長

崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
栄
養
管
理
室
長
が
、
地
域

包
括
ケ
ア
に
お
け
る
栄
養
ケ

ア
の
あ
り
方
を
示
し
た
上

で
、
医
療
、
介
護
に
お
け
る

栄
養
と
か
か
り
つ
け
医
の
連

携
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

同
室
長
は
、
ま
ず
、
高
齢

者
や
入
院
患
者
に
お
け
る
低

栄
養
の
現
状
を
概
説
し
、
リ

ハ
ビ
リ
・
栄
養
管
理
・
口
腔

管
理
の
三
要
素
を
一
体
的
に

実
施
す
る
重
要
性
を
指
摘
。

ど
れ
か
一
要
素
で
も
問
題
が

生
じ
た
場
合
は
、
他
の
二
要

素
も
評
価
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
と
し
た
。

次
に
、
令
和
６
年
度
診
療

報
酬
改
定
で
低
栄
養
の
判
断

基
準
と
な
っ
た
「
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｍ

基
準
」
の
概
要
や
、
生
活
習

慣
病
管
理
料
の
療
養
計
画
書

の
書
き
方
・
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
説
明
。
診
療
報

酬
と
介
護
報
酬
に
お
け
る
栄

養
食
事
指
導
で
は
、
栄
養
ケ

ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
他
の

保
険
医
療
機
関
等
の
管
理
栄

養
士
と
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に

留
意
を
求
め
た
。

渡
邊
裕
北
海
道
大
学
大
学

院
歯
学
研
究
院
口
腔
健
康
科

学
分
野
高
齢
者
歯
科
学
教
室

准
教
授
は
、
健
康
と
口
の
関

係
や
口
の
健
康
に
関
す
る
医

科
歯
科
連
携
に
つ
い
て
解

説
。同

准
教
授
は
「
お
い
し
く

飲
食
が
で
き
る
こ
と
」
は
自

分
が
健
康
だ
と
判
断
す
る
際

の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
咀そ

嚼
し
ゃ
く

能
力
と
健
康
余
命
に
は

大
き
な
関
係
が
あ
る
と
指

摘
。
「
８
０
２
０
運
動
」
で

多
く
の
歯
を
有
し
た
高
齢
者

が
増
加
し
た
一
方
で
、
歯
が

あ
っ
て
も
食
事
が
摂
れ
な
い

高
齢
者
も
増
加
し
て
い
る
と

し
て
、
そ
の
改
善
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
、
生
活
習
慣

病
管
理
料
の
算
定
要
件
と
し

て
、
糖
尿
病
の
あ
る
人
に
は

歯
科
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
う

こ
と
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を

紹
介
し
た
他
、
入
院
（
所
）

中
及
び
在
宅
等
に
お
い
て
療

養
中
の
患
者
に
対
す
る
口
腔

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
時

に
基
本
と
な
る
考
え
方
と
、

か
か
り
つ
け
医
が
口
腔
に
関

し
て
指
導
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
し
た
。

講
義
４
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
医
療
と
介

護
の
連
携
」
で
は
、
三
上
幸

夫
広
島
大
学
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
教
授
が
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計

画
書
の
記
入
方
法
に
つ
い
て

解
説
。
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生

活
機
能
分
類
）と
Ｉ
Ｃ
Ｄ（
国

際
疾
病
分
類
）
に
基
づ
い
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

計
画
書
の
作
成
、
定
期
的
な

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
再
評

価
等
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
で
治
療
目
標
を

目
指
す
こ
と
が
肝
要
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
連

携
の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連

携
の
実
態
調
査
結
果
を
基
に

報
告
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
計
画
書
の
共
有
が
不

十
分
で
連
携
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。更
に
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
開
始
が
遅
滞
す
る
こ
と

で
機
能
回
復
が
遅
れ
る
こ
と

等
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
に
お
い
て
情
報
連
携
や

退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ

の
参
加
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
上

で
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に

当
た
っ
て
は
医
療
に
は
生
活

の
視
点
が
、
介
護
に
は
医
療

の
視
点
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら

れ
る
と
強
調
し
た
。

講
義
５
「
認
知
症
の
方
へ

の
意
思
決
定
支
援
と
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
」
で
は
、
田
中
志

子
内
田
病
院
理
事
長
・
院
長

が
、
認
知
症
の
方
が
自
ら
の

意
思
に
基
づ
い
て
生
活
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
身

体
拘
束
を
し
な
い
介
護
」「
環

境
調
整
の
工
夫
」
「
就
労
的

活
動
の
提
供
」
「
地
域
交
流

の
促
進
」
な
ど
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
「
認
知
症
患
者

の
生
活
歴
を
知
る
こ
と
で
、

不
愉
快
な
態
度
や
言
葉
遣
い

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
生
活
歴
に
つ

い
て
は
か
か
り
つ
け
医
が
一

番
詳
し
く
、
「
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
か
」
「
ど
ん
な

家
族
に
支
え
ら
れ
て
き
た

か
」
「
通
え
な
く
な
っ
た
時

に
誰
が
一
番
支
援
を
し
た

か
」
と
い
っ
た
情
報
を
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
施
設

に
共
有
し
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

講
義
６
「
か
か
り
つ
け
医

の
高
血
圧
症
管
理
」
で
は
、

大
屋
祐
輔
琉
球
大
学
病
院
長

が
『
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
２
０
１
９
』
や
最
新
の

知
見
に
基
づ
き
、
高
血
圧
に

対
す
る
生
活
習
慣
の
改
善
及

び
薬
物
治
療
、
血
圧
が
下
が

ら
な
い
場
合
の
対
処
法
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
関
し
て
は
、
「
生
活
習
慣

病
療
養
計
画
書
」
の
記
入
手

順
に
倣
っ
た
、食
事
・
運
動
・

喫
煙
等
の
各
目
標
の
立
て
方

を
例
示
し
、
「
患
者
自
身
の

意
欲
を
引
き
出
し
、
自
身
で

目
標
を
設
定
し
行
動
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
に
な
る
」

と
述
べ
た
。

更
に
、
血
圧
が
下
が
ら
な

い
場
合
の
対
処
法
に
つ
い
て

は
、
服
薬
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

や
生
活
習
慣
の
確
認
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
降
圧
薬
の
用
量

や
組
み
合
わ
せ
の
変
更
の
検

討
に
加
え
て
、
他
の
薬
剤
の

影
響
や
二
次
性
高
血
圧
の
可

能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
概
説
し
た
。

最
後
に
釜

敏
副
会
長
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

研
修
会
は
終
了
し
た
。

な
お
、
日
本
医
師
会
で
は

本
研
修
会
と
同
様
の
内
容
の

研
修
会
を
10
月
６
日
、
11
月

４
日
に
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
開

催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
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令
和
６
年
医
師
会
立

 
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
学
校
養
成
所

                                

調
査
結
果
を
公
表

日
本
医
師
会
は
こ
の
た

び
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
医

師
会
立
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
学
校
養
成
所
調

査
」
の
令
和
６
年
の
調
査
結

果
を
公
表
し
た
。
そ
の
主
な

概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
る
。

【
学
校
数
】

今
年
度
募
集
を
行
っ
た
学

校
は
准
看
護
師
課
程
１
２
７

校
、
看
護
師
２
年
課
程
53
校
、

看
護
師
３
年
課
程
74
校
、
助

産
師
課
程
４
校
で
あ
っ
た
。

一
方
、
募
集
を
停
止
し
た

学
校
は
准
看
護
師
課
程
10

校
、
看
護
師
２
年
課
程
６
校

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
課
程
変
更
で
看

護
師
３
年
課
程
が
２
校
開
設

さ
れ
て
い
る
。

【
入
学
状
況
】

准
看
護
師
課
程
の
応
募
者

数
を
み
る
と
、
平
成
31
年
度

で
は
９
５
５
７
人
だ
っ
た
も

の
が
、
今
年
度
は
３
７
６
５

人
と
４
割
の
水
準
に
ま
で
激

減
し
た
。
入
学
者
は
３
０
０

７
人
で
あ
り
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

定
員
充
足
率
は
い
ず
れ
の

課
程
も
大
き
く
低
下
し
、
准

看
護
師
課
程
で
は
平
均
55
・

２
％
と
近
年
で
最
も
低
い
結

果
と
な
っ
た
。
90
％
以
上
の

充
足
率
を
満
た
し
て
い
る
の

は
１
２
７
校
中
15
校
の
み

で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
定

員
割
れ
と
い
う
非
常
に
深
刻

な
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
看
護
師
２
年
課
程

も
定
員
充
足
率
は
平
均
66
％

で
あ
り
、
多
く
の
学
校
で
定

員
割
れ
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

【
卒
業
後
の
進
路
】

准
看
護
師
課
程
で
は
、
設

立
母
体
の
医
師
会
管
内
の
医

療
機
関
に
就
業
し
た
者
が

24
・
８
％
、
そ
れ
以
外
の
県

内
の
医
療
機
関
に
就
業
し
た

者
（
医
師
会
管
外
）
が
16
・

２
％
で
あ
っ
た
。
准
看
護
師

課
程
は
進
学
が
多
い
が
、
医

療
機
関
に
就
業
し
な
が
ら
の

進
学
も
含
め
る
と
、
66
・

２
％
が
地
域
医
療
に
従
事
し

本
年
８
月
に
デ
ン
マ
ー
ク

の
医
療
Ｄ
Ｘ
を
視
察
し
ま
し

た
の
で
概
要
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
を
国
策
と
し
て
最

重
要
産
業
と
位
置
付
け
、
政

府
全
体
で
の
計
画
を
立
て
、

多
額
の
政
府
予
算
を
付
け
て

い
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と

は
、
医
薬
品
の
み
な
ら
ず
医

日
医
総
研
だ
よ
り

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ

す
（
ち
な
み
に
日
本
は
14

位
）。デ

ン
マ
ー
ク
で
は
、
日
本

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
同
様
の

Ｃ
Ｐ
Ｒ
（Central Persons 

Registration

）
ナ
ン
バ
ー

が
１
９
６
８
年
か
ら
導
入
さ

れ
、
納
税
、
金
融
資
産
管
理
、

診
療
情
報
な
ど
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
ナ

ン
バ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。診

療
情
報
の
管
理
に
つ
い

て

は

Ｓ

Ｍ

Ｒ
（Shared 

Medication 
Record

）

と

い
う
電
子
処
方
箋せ

ん

発
行
シ
ス

テ
ム
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に

扱
う
情
報
の
範
囲
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
現
状
で
は
共

有
化
さ
れ
て
い
る
診
療
情
報

が
、
病
名
、
医
師
の
指
導
内

容
、
処
方
薬
剤
、
検
査
結
果
、

画
像
な
ど
の
日
々
の
診
療
に

必
要
な
情
報
群
と
、
治
療
結

果
、
処
方
履
歴
、
死
因
、
バ

イ
オ
バ
ン
ク
情
報
な
ど
の
二

次
利
用
に
利
用
さ
れ
る
情
報

群
の
２
系
統
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
１
９
８
１
年
以
降
に
生

ま
れ
た
新
生
児
血
清
を
保
管

す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
数
百
万
人
分
の

血
清
が
巨
大
な
管
理
セ
ン
タ

ー
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
医
療
従
事

者
は
Ｓ
Ｍ
Ｒ
経
由
で
患
者
の

診
療
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
、
過
去
の
診
療

情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
全
て
の

ア
ク
セ
ス
が
ト
レ
ー
ス
さ
れ

て
お
り
、
興
味
本
位
や
許
可

さ
れ
て
い
な
い
研
究
の
た
め

に
患
者
情
報
を
閲
覧
し
た
医

療
従
事
者
は
重
い
罰
則
が
科

さ
れ
ま
す
。

こ
の
方
法
は
欧
州
諸
国
で

は
一
般
的
な
方
法
の
よ
う
で

す
。
患
者
自
身
も
自
己
の
診

療
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
自
分
が
使
用
し

て
い
る
薬
剤
を
確
認
し
、
医

師
か
ら
の
指
導
な
ど
も
常
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
治
療
の
一
助
に
な
り
、

患
者
の
た
め
に
も
な
る
と
の

Ｇ
Ｐ
（General 

Practi-

tioner

）
の
意
見
は
印
象
的

で
し
た
。

将
来
の
医
療
は
今
ま
で
ど

お
り
の
対
面
診
療
と
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
利
用
し
た
治
療

の
融
合
が
求
め
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
に
お
い

て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
推
進

や
医
療
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
潮
流
は
世

界
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

我
々
も
し
っ
か
り
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）

療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
製
品
、
健
康
関
連

ア
プ
リ
、
医
療
機
器
な
ど
医

療
と
健
康
に
関
す
る
全
て
の

財
・
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
し
ま

す
。デ

ン
マ
ー
ク
の
輸
出
品
の

22
％
が
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

関
連
の
製
品
で
、
日
本
へ
の

輸
出
で
は
42
％
が
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
関
連
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

産
業
の
輸
出
規
模
は
２
０
０

８
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で

に
約
３
倍
に
拡
大
し
て
お

り
、
２
０
３
０
年
に
は
更
に

２
倍
の
約
７
兆
円
の
輸
出
規

模
を
目
標
と
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
人
口
は
約

５
９
０
万
人
と
千
葉
県
よ
り

少
な
い
の
で
す
が
、
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
製
造
で
有
名
な
ノ
ボ

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク
フ
ァ
ー
マ
の

本
社
が
あ
り
、
政
府
に
よ
る

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
予
算
の

拡
大
に
伴
い
、
同
社
の
株
価

の
時
価
総
額
は
世
界
19
位
、

欧
州
１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。診

療
情
報
の
電
子
化
と
二

次
利
用
の
促
進
政
策
も
相
ま

っ
て
、
人
口
当
た
り
臨
床
治

験
数
も
欧
州
１
位
に
な
り
、

製
薬
メ
ー
カ
ー
の
発
展
の
一

助
と
な
り
、
国
民
資
産
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

医
療
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
国
連
が
世
界
電
子

政
府
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し

て
い
ま
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク

は
３
回
連
続
で
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
政
府
の
電
子
化

が
最
も
進
ん
だ
国
と
言
え
ま

て
い
る
。

看
護
師
２
年
課
程
、
３
年

課
程
も
県
内
就
業
率
は
75
％

以
上
と
高
く
、
医
師
会
立
養

成
所
が
地
域
の
看
護
職
員
の

確
保
に
非
常
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

【
ま
と
め
】

昨
年
に
引
き
続
き
定
員
充

足
率
は
低
下
し
、
状
況
は
一

段
と
悪
化
し
て
い
る
。
特
に

准
看
護
師
課
程
や
看
護
師
２

年
課
程
で
は
学
校
運
営
の
分

水
嶺
に
立
っ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
養
成
所
の
閉
校
が
続
け

ば
、
地
域
の
医
療
・
介
護
提

供
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
る
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た

養
成
所
が
無
く
な
る
こ
と

で
、
地
域
外
あ
る
い
は
県
外

へ
の
人
材
の
流
出
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
危き

ぐ惧
さ
れ
る
。

更
に
、
看
護
系
大
学
と
３

年
課
程
養
成
所
の
入
学
者
の

合
計
は
５
年
間
で
２
２
６
０

人
減
少
し
て
お
り
、
全
体
と

し
て
看
護
職
を
志
す
人
が
減

っ
て
い
る
。

国
や
都
道
府
県
に
は
、
看

護
の
魅
力
や
生
涯
に
わ
た
っ

て
活
躍
で
き
る
職
業
で
あ
る

こ
と
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
看
護
職
の
処
遇

改
善
に
向
け
た
対
応
を
引
き

続
き
求
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
場
合
で
も
資
格
が
取

得
で
き
る
よ
う
、
奨
学
金
等

の
充
実
な
ど
も
含
め
、
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
看
護
人

材
の
確
保
に
危
機
感
を
も
っ

て
対
応
す
る
よ
う
今
後
も
求

め
て
い
く
。

お願いお願い

　日本医師会のLINE公式アカウント
へのお友だち登録をお願いします。

お友だち登録は
こちらから

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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<

そ
の
１>

猫
も
お
湯
を
飲
む

の
だ
！

「
猫
舌
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
猫
は
お
湯
が

飲
め
な
い
と
い
う
の
が
猫
に

対
す
る
私
達
人
間
の
通
念
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
猫
は

お
湯
を
飲
む
の
で
す
。
う
ち

の
猫
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
猫
を
飼
っ
て
お
ら

れ
る
皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

最
初
に
お
湯
を
飲
む
よ
う

に
な
っ
た
の
が
、
今
い
る
３

匹
の
中
で
一
番
若
い
大
ち
ゃ

ん
で
す
。
家
内
が
入
浴
中
に

浴
槽
の
縁
に
手
（
前
足
）
を

掛
け
、
浴
槽
の
お
湯
を
飲
み

始
め
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
朝

に
食
事
を
あ
げ
る
時
に
、
浴

室
前
で
「
ニ
ャ
ー
、
ニ
ャ
ー
」

と
何
か
を
催
促
す
る
の
で
、

ま
さ
か
お
湯
じ
ゃ
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
な
が
ら
も
皿
に
お

湯
を
あ
げ
た
ら
、
何
と
お
い

し
そ
う
に
飲
み
始
め
ま
し
た
。

た
だ
、
お
湯
と
言
っ
て
も
30

～
35
度
く
ら
い
の
ぬ
る
ま
湯

で
す
。
今
は
、
朝
に
お
湯
を

あ
げ
る
の
が
私
の
日
課
で
、

最
初
は
大
ち
ゃ
ん
だ
け
で
し

た
が
そ
の
後
は
他
の
２
匹
も

飲
む
よ
う
に
な
り
、
す
ぐ
そ

ば
に
水
が
あ
る
に
も
か
か
わ

何
げ
な
く
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ

ー
ス
を
眺
め
て
い
る
と
、
不

用
品
を
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
売

る
と
い
う
記
事
が
目
に
つ
い

た
。
不
要
品
で
は
な
く
、
不

用
品
で
あ
る
。
自
分
は
使
わ

な
い
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
使
用

で
き
る
不
要
品
を
売
る
、
と

い
う
の
は
分
か
る
話
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
用

品
、
つ
ま
り
は
物
と
し
て
も

う
使
え
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ゴ

ミ
と
も
言
え
る
不
用
品
が
売

れ
る
ら
し
い
。
ど
ん
な
も
の

か
と
言
う
と
、
牛
乳
瓶
の
紙

ぶ
た
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
芯
な
ど
が
一
例
だ
そ
う

だ
。
何
で
そ
ん
な
も
の
が
、

と
思
わ
な
く
も
な
い
が
、
使

用
例
を
読
ん
で
、
な
る
ほ
ど

と
思
う
。
子
ど
も
の
工
作
の

材
料
に
す
る
の
だ
そ
う
だ
。

わ
が
家
に
は
男
の
子
が
３

人
い
る
が
、
確
か
に
小
学
生

ま
で
は
よ
く
工
作
を
し
て
遊

ん
で
い
る
し
、
そ
の
手
伝
い

も
さ
せ
ら
れ
る
。
材
料
と
し

て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

都
会
に
住
ん
で
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
有
名

人
・
芸
能
人
を
見
掛
け
る
。

か
つ
て
昔
、
東
京
に
い
た
時

は
地
下
鉄
銀
座
線
の
中
で
、

目
の
前
の
席
に
腰
掛
け
た
の

は
筑
紫
哲
也
だ
っ
た
。
ス
ー

ツ
で
な
く
革
ジ
ャ
ン
を
着
て

い
た
が
、
フ
サ
フ
サ
し
た
あ

の
髪
の
毛
は
間
違
え
よ
う
も

な
い
。
広
尾
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
隣
の
テ
ー
ブ
ル
で
ち
ょ
う

ど
会
食
し
て
い
た
の
は
、
山

城
新
伍
と
梅
宮
辰
夫
一
行
だ

っ
た
。
よ
く
飲
み
・
よ
く
食

べ
・
よ
く
話
を
し
て
い
て
、

芸
能
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
カ

リ
ス
マ
を
感
じ
た
。

芸
能
人
を
見
掛
け
る
と
言

え
ば
、
最
た
る
は
ハ
ワ
イ
で

あ
る
。
特
に
年
末
か
ら
正
月

は
芸
能
人
に
遭
遇
し
な
い
方

が
難
し
い
く
ら
い
だ
っ
た
。

さ
て
、
こ
れ
も
昔
で
30
年

も
前
の
こ
と
、
私
は
米
国
東

部
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と

い
う
街
で
、
過
酷
な
研
修
医

生
活
を
や
っ
て
い
た
。
日
本

人
に
は
な
じ
み
の
薄
い
街

で
、
も
ち
ろ
ん
日
本
の
芸
能

人
を
見
掛
け
る
こ
と
も
な

く
、
日
本
の
観
光
客
す
ら
珍

し
い
街
で
生
活
を
し
て
い

た
。
そ
こ
で
は
奴
隷
の
よ
う

な
研
修
医
生
活
で
は
あ
っ
た

が
、
４
週
間
に
１
回
だ
け
は
、

土
日
が
休
み
と
い
う
週
末
が

あ
っ
た
。
そ
ん
な
息
の
詰
ま

る
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る

と
、
休
み
く
ら
い
は
奴
隷
生

活
を
忘
れ
て
華
や
か
な
世
界

を
求
め
た
く
な
る
も
の
で
あ

る
。あ

る
週
末
の
土
曜
日
、
朝

早
く
か
ら
一
人
バ
ス
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ら
ず
ペ
チ
ャ
ペ
チ
ャ
と
３
匹

で
お
湯
飲
み
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
お
湯
を
飲
む
の
か
３
匹

に
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、
返

事
は
猫
だ
か
ら
当
然
全
員

「
ニ
ャ
ー
」
で
、
そ
の
真
意

は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

<

そ
の
２>

猫
も
テ
レ
ビ
を
見

る
の
だ
！

猫
は
時
々
テ
レ
ビ
を
見
ま

す
。
例
え
ば
鳥
や
魚
が
出
て

い
る
時
で
す
。
こ
れ
は
特
別

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
し
、
今
ま
で
６
匹
の

猫
を
飼
っ
て
き
ま
し
た
が
３

匹
は
そ
う
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
齢

よ
わ
い

17
歳
の
文
ち
ゃ
ん
、
人

間
に
す
る
と
70
代
後
半
か
ら

80
歳
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
、

そ
の
文
ち
ゃ
ん
が
こ
の
と
こ

ろ
テ
レ
ビ
鑑
賞
に
は
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

鳥
や
魚
は
納
得
が
い
き
ま

す
が
、
文
ち
ゃ
ん
は
天
気
予

報
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ク
イ
ズ
番

組
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
テ
レ
ビ
の
前
で
ど
っ

し
り
と
腰
を
据
え
典
型
的
な

猫
背
体
勢
で
真
剣
に
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

も
５
分
や
10
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
の
か
と
聞
い

て
み
ま
し
た
が
、
や
は
り
答

え
は
「
ニ
ャ
ー
」
で
、
真
意

は
こ
ち
ら
も
不
明
で
し
た
。

老
後
の
楽
し
み
を
見
つ
け
た

の
で
し
ょ
う
か
。

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ラ
ッ
プ
の

芯
、
段
ボ
ー
ル
、
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
も
よ
く

使
用
す
る
。
段
ボ
ー
ル
な
ど

は
、
工
作
の
必
須
ア
イ
テ
ム

な
の
で
、
わ
が
家
で
は
捨
て

ず
に
と
っ
て
あ
る
。
と
っ
て

お
い
た
段
ボ
ー
ル
は
い
つ
の

間
に
か
ロ
ケ
ッ
ト
や
電
車
、

バ
ス
な
ど
に
変
身
し
、
家
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
置
か
れ
て

い
る
。
箱
状
で
は
な
く
な
っ

た
段
ボ
ー
ル
の
切
れ
端
も
、

子
ど
も
の
お
気
に
入
り
の
絵

本
の
表
紙
を
コ
ピ
ー
し
て
貼

り
付
け
、
ハ
サ
ミ
で
切
り
分

け
る
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

パ
ズ
ル
に
早
変
わ
り
だ
。

こ
の
前
な
ど
、
三
男
が
某

〝
見
た
目
は
子
ど
も
、
頭
脳

は
大
人
〟
な
少
年
探
偵
が
使

用
し
て
い
る
ス
ケ
ボ
ー
に
乗

り
た
い
と
言
い
出
し
た
。
お

も
ち
ゃ
屋
に
ス
ケ
ボ
ー
を
買

い
に
行
く
こ
と
は
で
き
る

が
、
い
か
ん
せ
ん
ま
だ
３
歳

の
子
ど
も
に
ス
ケ
ボ
ー
は
危

険
す
ぎ
る
。
こ
こ
は
不
用
品

工
作
の
出
番
と
考
え
、
段
ボ

ー
ル
を
ス
ケ
ボ
ー
の
板
の
形

に
切
る
。
段
ボ
ー
ル
で
は
上

に
乗
る
と
折
れ
曲
が
る
の

で
、
そ
の
裏
に
金
属
製
の
お

菓
子
の
ふ
た
を
貼
り
付
け
、

体
重
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

補
強
。
タ
イ
ヤ
の
代
わ
り
に

ラ
ッ
プ
の
芯
を
前
後
に
貼
り

付
け
、
板
代
わ
り
の
段
ボ
ー

ル
に
お
気
に
入
り
の
イ
ラ
ス

ト
を
書
か
せ
れ
ば
、
安
全
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ケ
ボ
ー
の
出

来
上
が
り
で
あ
る
。

難
点
は
当
然
な
が
ら
、
乗

っ
て
も
動
か
な
い
。
そ
の
た

め
、
子
ど
も
ご
と
ス
ケ
ボ
ー

ン
ヘ
と
向
か
っ
た
。
や
っ
ぱ

り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
活
気
が

す
ご
い
。
人
種
の
〝
る
つ
ぼ
〟

だ
。
世
界
中
か
ら
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
い
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
言
葉
が
飛
び
交
う
。
当

然
、
日
本
語
も
た
く
さ
ん
聞

こ
え
て
き
た
。

久
々
の
日
本
と
の
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
に
心
躍
り
な
が
ら
、

ラ
ー
メ
ン
店
に
入
っ
た
時
の

こ
と
だ
。
そ
こ
は
テ
ー
ブ
ル

が
四
つ
程
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と

し
た
ラ
ー
メ
ン
店
で
、
客
は

私
だ
け
で
あ
っ
た
。
私
は
案

内
さ
れ
た
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル

に
腰
掛
け
、
み
そ
ラ
ー
メ
ン

を
注
文
し
て
ラ
ー
メ
ン
を
一

人
待
っ
て
い
た
。
と
、
ま
も

な
く
、
男
２
人
、
女
１
人
の

グ
ル
ー
プ
が
店
に
入
っ
て
き

た
。
明
ら
か
に
日
本
人
だ
っ

た
。向
か
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
、

女
性
は
こ
ち
ら
を
向
い
て
座

っ
た
。サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
、

落
ち
着
い
た
高
級
そ
う
な
服

装
で
、
背
筋
が
ビ
シ
ッ
と
伸

び
て
い
た
。
周
り
の
男
は
付

き
人
で
、
い
か
に
も
「
日
本

か
ら
の
芸
能
人
に
間
違
い
な

い
な
！

」
と
い
う
雰
囲
気
で

あ
っ
た
。
顔
は
、
卵
型
、
色

白
で
、
文
字
ど
お
り
餅
の
よ

う
な
触
り
た
く
な
る
よ
う
な

肌
を
し
て
い
た
。
ま
す
ま
す

芸
能
人
っ
ぽ
か
っ
た
。歳
は
、

き
っ
と
20
代
で
あ
ろ
う
。
サ

ン
グ
ラ
ス
を
外
さ
な
い
が
、

「
こ
れ
は
絶
対
宮
沢
り
え
だ

な
ぁ
」
と
、
確
信
し
た
。

「
こ

れ

は

つ

い

て

い

る
！

」。
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
、
そ
の
芸
能
人
を
チ
ラ
ッ

チ
ラ
ッ
と
見
て
し
ま
う
。
サ

ン
グ
ラ
ス
越
し
に
目
が
合
っ

た
の
か
、
向
こ
う
も
笑
み
を

く
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
私
の
脈
拍
は
心
室
細
動

並
み
に
速
く
な
っ
て
い
っ

た
。久
し
ぶ
り
の
日
本
食
も
、

何
を
食
べ
た
か
す
ら
分
か
ら

な
い
程
で
あ
っ
た
。
思
い
切

っ
て
サ
イ
ン
を
せ
が
む
か
ど

う
か
迷
っ
た
。
「
他
の
客
も

い
な
い
し
、
異
国
の
地
だ
か

ら
サ
イ
ン
く
ら
い
し
て
く
れ

る
の
か
な
ぁ
」。
し
か
し
、

紙
も
ペ
ン
も
持
っ
て
い
な
か

っ
た
。「
く
そ
ー
！

」。

結
局
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

切
り
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
な

が
ら
も
、
仕
方
な
く
会
計
へ

と
立
ち
上
が
っ
た
。
会
計
の

所
は
、
テ
ー
ブ
ル
か
ら
少
し

離
れ
て
い
た
。
恥
ず
か
し
な

が
ら
小
声
で
、
店
の
お
姉
ち

ゃ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

「
あ
の
人
、
宮
沢
り
え
さ

ん
で
す
か
？
」

店
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
ク
ス

っ
と
笑
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。

「
森
光
子
さ
ん
で
す

」

私
は
開
い
た
口
が
塞
が
ら

ず
、
顔
か
ら
火
が
出
る
思
い

で
あ
っ
た
。
当
時
、
宮
沢
り
え

は
24
歳
。
か
た
や
、
森
光
子

は
喜
寿
で
77
歳
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
人
を
識
別
す
る

能
力
に
欠
け
て
は
い
る
私
で

は
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
し
ば

ら
く
日
本
人
を
見
て
な
い
と

い
う
せ
い
も
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
ま

で
見
間
違
え
る
と
は
…
…
。

が
っ
か
り
で
恥
ず
か
し
い
一

日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
芸
能
人
の
若

さ
を
保
つ
能
力
は
「
凄
い
！

」

と
、
つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の

だ
っ
た
。 

（
一
部
省
略
）

を
持
ち
上
げ
て
、
某
少
年
探

偵
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
い

な
が
ら
、
自
分
が
走
り
回
ら

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
で
あ

る
。
安
全
で
は
あ
る
が
、
非

常
に
疲
れ
る
代
物
だ
。
し
か

も
妙
に
気
に
入
っ
た
ら
し

く
、
日
に
何
度
も
乗
り
た
が

る
の
で
、
毎
日
10
キ
ロ
グ
ラ

ム
超
の
ウ
エ
ー
ト
を
付
け
て

走
り
回
る
羽
目
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
も
う
こ
れ
は
こ
れ

で
ダ
イ
エ
ッ
ト
代
わ
り
に
な

る
と
思
っ
て
諦
め
よ
う
と
思

う
。こ

の
よ
う
に
（
？
）
、
不

用
品
は
子
ど
も
に
と
っ
て
宝

物
の
材
料
と
な
る
こ
と
が
大

い
に
あ
る
。
し
か
し
、
大
人

に
と
っ
て
は
不
用
品
は
や
は

り
ゴ
ミ
な
の
で
、
い
つ
ま
で

も
家
に
保
管
し
て
お
く
と
い

う
の
は
難
し
い
。
そ
ん
な
時

に
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
安
い

値
段
で
材
料
が
多
量
に
手
に

入
る
な
ら
、
購
入
す
る
の
も

手
と
考
え
る
ら
し
い
。
し
か

し
、
や
は
り
不
用
品
を
お
金

を
出
し
て
買
う
の
も
も
っ
た

い
な
い
の
で
、
わ
が
家
で
は

工
作
の
材
料
に
な
り
そ
う
な

不
用
品
は
今
し
ば
ら
く
、
貯

蓄
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

 

（
一
部
省
略
）
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古
田
　
栄
一

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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日本臨床内科医会
　日本臨床内科医会は、内科系医師が安定した財務基盤を築き得る適
正な診療報酬を獲得すること、実地医療に直接的に役立つ総合的ある
いは専門的な知識を共有すること、更に実地医家によってこそ成し得
る臨床研究やその発表の場を提供することを目的に、全国の内科医会
を統合して1985年に設立されました。
　内科系学会社会保険連合（内保連）では、当会の代表が顧問や委員
長として参画し、診療報酬改定に際して重要な意見を発信しています。
これは、他科出身者も含め内科診療に従事する全ての医師にとって、
極めて重要かつ有益な活動だと考えています。
　また、「臨床内科学」をテーマとする学術活動の一環として、春の
総合学術集会と秋の医学会を毎年開催しており、多くの会員が参加し、
情報共有や研究発表が盛んに行われています。
　2021年からは、かかりつけ医のためのWEB講座を毎月開催してい
ますが、これは各分野の専門医でかつ実地かかりつけ医としても活動
する当会学術部専門委員が講師となり、日常診療に直結する情報を分
かりやすく解説する講演会です。医師であればどなたでも無料で聴講
でき、日本医師会の生涯教育単位を取得できます。
　その他、年5回会誌を発行（第3号は医学会抄録集）し、臨床研究
や症例報告などの論文投稿を受け付けています。また、日常診療をテ
ーマとする「座談会」や「処方のコツとさじ加減」は特に好評で、各
専門領域における「診療のコツ」の連載も始まります。
　更に、ACP（Advance Care Planning）活動や子宮頸がん予防の
ワクチン接種の推進にも注力しています。20年以上継続されている
インフルエンザ研究は、国内外で高い評価を受けています。当会が質
を担保した日臨内専門医の育成にも力を入れています。
　実地内科医の生活の基盤となる当会の活動は、他科出身者も含め、
広く現在内科診療に従事している医師、今後内科開業を考えている医
師、また産業医にとってもお役に立つものと信じておりま
す。多くの日本医師会会員のご参加を期待してやみません。

日本臨床分科医会代表者会議　所属医会の活動⑤ ※活動の詳細は各会のホームページをご覧下さい。

日本臨床脳神経外科協会
　日本臨床脳神経外科協会は、1998年（平成10年）に設立されました。
他の基本診療科に比較すると設立は遅いと言えます。私的病院での脳
神経外科医療の発展を眼目として創設された本会は、私的病院では協
会組織を構築する会員の数が少ないために創設に時間が掛かったので
す。他の医会と同様に医学、社会の変化と共に生じる種々の課題の解
決以外に、脳神経外科特有の課題の解決が求められています。従って、
今回の日本医師会から依頼のあった当会の紹介内容は以上の課題を含
んだものになります。
①現在最も力を入れていること：
　１． 診療報酬の健全な状態を保つべく、親学会の日本脳神経外科学

会と共に外科系学会社会保険委員会連合（外保連）を通じて積
極的に活動しています。

　２． 毎年学術集会を開催して、脳神経外科に係る科学的課題、社会
的課題すなわち、脳神経外科学の進歩の普及、安全性の知識の
普及を行っています。更に脳神経外科医療を取り囲む脳神経外
科医とメディカルスタッフとの連携、懇親を多くの時間と場を
通じて施行しています。

②協会が抱えている課題：
　本会の規定上、会の運営（理事会）会員は病院経営者、管理者です
が、この20年で診療所として私的医院を開業した日本脳神経外科学
会会員が大きく増加しましたので、会則の変更を通して協会の方向性
を模索しています。
③日本医師会の先生方にお願いしたいこと：
　学会や医会等では組織が小さいために解決策の策定が困難な課題に
ついて、先見的な意見を策定し、国家に具申して頂きたいと考えてい
ます。すなわち、診療報酬の具体的な課題等だけではなく、経済財政
諮問会議等での医療に関するそもそもの論議に参画し、日
本の医療の根本的な方向性を決定して頂きたいと思ってい
ます。
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日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度

 

令
和
６
年
度
応
用
研
修
会 

第
３
回

（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
会
）

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
日
時
：
11
月
４
日
（
月
・

振
休
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
20
分

◆
受
講
形
式
：
「
日
本
医
師

会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
）
」

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

◆
受
講
対
象
者
：「
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制

度
」
の
修
了
申
請
を
希
望
す

る
医
師
及
び
か
か
り
つ
け
医

と
な
る
全
て
の
医
師
（
診
療

科
や
主
た
る
診
療
の
場
は
問

い
ま
せ
ん
）
。

◆
受
講
料
：
医
師
会
員
（
郡

市
区
等
医
師
会
に
所
属
）
無

料
、
医
師
会
非
会
員
（
郡
市

区
等
医
師
会
未
加
入
）
１
０

０
０
０
円
（
税
込
）

◆
受
講
人
数
：
２
０
０
０
名

（
先
着
順
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・「
か
か
り
つ
け
医
の
糖
尿

病
管
理
」
（
鈴
木
亮
東
京
医

科
大
学
糖
尿
病
・
代
謝
・
内

分
泌
内
科
学
分
野
主
任
教

授
）

・「
か
か
り
つ
け
医
の
脂
質

異
常
症
管
理
」
（
吉
田
博
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
柏

病
院
長
・
教
授
）

・「
栄
養
や
口
腔
に
お
け
る

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
」

（
西
岡
心
大
長
崎
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
栄
養
管
理

室
長
、
渡
邊
裕
北
海
道
大
学

大
学
院
歯
学
研
究
院
口
腔
健

康
科
学
分
野
高
齢
者
歯
科
学

教
室
准
教
授
）

・
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
医
療
と
介
護
の
連

携
」
（
三
上
幸
夫
広
島
大
学

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
教
授
）

・
「
認
知
症
の
方
へ
の
意
思

決
定
支
援
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
」
（
田
中
志
子
内
田
病
院

理
事
長
・
院
長
）

・
「
か
か
り
つ
け
医
の
高
血

圧
症
管
理
」
（
大
屋
祐
輔
琉

球
大
学
病
院
長
）

◆
受
講
方
法
：
受
講
方
法
の

詳
細
は
、
お
申
し
込
み
完
了

後
に
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
か
ら

自
動
送
信
さ
れ
る
「
応
募
登

録
完
了
メ
ー
ル
」
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
各
受
講
者
の

端
末
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム

に
接
続
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
動
画
を
視
聴
し
て
下
さ

い
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
受

講
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

◆
受
講
証
明
：
全
講
義
の
受

講
に
よ
り
、
①
応
用
研
修
６

単
位
②
日
医
生
涯
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
６
Ｃ
Ｃ
／

６
単
位
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
て
受

講
が
確
認
さ
れ
た
講
義
に
対

し
て
単
位
等
が
付
与
さ
れ
、

「
全
国
医
師
会
研
修
管
理
シ

ス
テ
ム
」
に
受
講
実
績
と
し

て
入
力
さ
れ
ま
す
。

受
講
証
明
書
は
、
受
講
日

の
約
２
週
間
後
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
（
受
講
証
明
の

郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

◆
申
込
方
法
：
個
別
の
お
申

し
込
み
に
な
り
ま
す
。
受
講

申
込
期
間
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
の
サ
イ
ト
（https://

seminar.med.or.jp

）

か

ら
ご
希
望
の
研
修
会
を
検
索

し
て
、「
講
習
会
詳
細
」
へ
進

み
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
受

講
方
法
等
の
詳
細
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
受
講
申
込
期
間
：
10
月
10

日
（
木
）
午
後
２
時
～
28
日

（
月
）
午
前
12
時

※
申
込
開
始
日
の
午
後
２
時

か
ら
の
募
集
で
申
込
者
が
１

０
０
０
名
に
達
し
た
場
合
、

一
時
的
に
応
募
受
付
が
終
了

し
た
旨
の
表
示
と
な
り
ま
す

が
、
午
後
７
時
に
な
る
と
残

り
１
０
０
０
名
分
の
応
募
受

付
が
再
び
可
能
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

①
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム

（
お
申
し
込
み
や
ロ
グ
イ
ン
、

視
聴
な
ど
）
に
関
す
る
内

容
：
日
本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研

修
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
〔

０
５
７
０
─

０
０
３
─

１
０
２
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
〕

②
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度
（
修
了
申
請
や
応

用
研
修
の
単
位
取
得
状
況
な

ど
）
に
関
す
る
内
容
：
ご
所

属
（
地
元
）
の
都
道
府
県
医

師
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

③
そ
の
他
：
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
の
サ
イ
ト
か
ら
ご
希
望
の

研
修
会
を
検
索
し
て
、
「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
「
主

催
者
問
合
せ
」
よ
り
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

２
０
２
４
年
度
「
医
療
関
係
機
関
等
を

 
対
象
に
し
た
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
管
理

責
任
者
に
関
す
る
講
習
会
」

開催日程・試験会場

開催地 開催日 開始時間 会場 定員

大　阪 2024年11月8日(金) 13：40 天満研修センター 150人

愛　知 	 12月4日(水) 10：00 名古屋サンスカイルーム 150人

東　京 	 12月13日(金) 13：40 ベルサール西新宿 150人

東　京 2025年2月13日(木) 13：40 ベルサール西新宿 150人

福　岡 	 2月19日(水) 10：00 （公財）福岡県中小企業振興センター 150人

北海道 	 2月28日(金) 13：40 北海道経済センター 75人

に
し
た
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
管
理
責
任
者
に
関
す
る
講

習
会
」
を
、
今
年
度
も
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
事
前
に
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
講
義
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
て
受
講
し
、
会
場
で
試
験

を
受
け
る
２
段
階
形
式
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。感

染
性
産
業
廃
棄
物
を
生

じ
る
医
療
関
係
機
関
等
で

は
、
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
管
理
責
任
者
」
を
置
く
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。事

務
職
等
の
方
は
、
本
講

習
会
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ

り
、
感
染
性
産
業
廃
棄
物
を

生
じ
る
事
業
場
の
「
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任

者
」
と
し
て
都
道
府
県
・
政

令
市
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
医
師
、
看
護
師
等

の
方
は
講
習
会
を
受
講
す
る

こ
と
な
く
、
「
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
」
の

資
格
を
既
に
有
し
て
い
ま

す
。本

講
習
会
は
資
格
取
得
の

目
的
の
み
な
ら
ず
、
産
業
廃

棄
物
の
管
理
に
関
す
る
知
識

を
習
得
す
る
手
段
と
し
て
も

有
効
な
機
会
と
言
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
講
習
会
の
参
加
を

ご
検
討
願
い
ま
す
。

◆
受
講
料
：
１
３
２
０
０
円

（
税
込
み
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

日
本
医
師
会
と
（
公
財
）

日
本
産
業
廃
棄
物
処
理
振
興

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
い
る

「
医
療
関
係
機
関
等
を
対
象

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
オ

ー
ト
プ
シ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
学
会
、
日
本
診
療
放
射
線

技
師
会

◆
共
催
：
日
本
医
学
放
射
線

学
会
、
日
本
救
急
医
学
会

◆
後
援
：
日
本
医
学
会
、
日

本
病
理
学
会
、
日
本
法
医
学

会◆
研
修
方
法
：e-learning

形
式
（
受
講
者
専
用
サ
イ
ト

よ
り
、
講
義
動
画
を
ご
視
聴

頂
き
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
す
）

◆
視
聴
可
能
期
間
：
11
月
11

日
（
月
）
午
前
11
時
か
ら
令

和
７
年
２
月
３
日
（
月
）
午

後
３
時
ま
で

◆
対
象
：
医
師
も
し
く
は
診

療
放
射
線
技
師

◆
定
員
：
医
師
１
０
０
０

名
、
診
療
放
射
線
技
師
１
０

０
０
名

◆
受
講
料
：
無
料

◆
修
了
証
：
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
全
て
受
講
し
、
修
了
要
件

を
満
た
し
た
場
合
、
視
聴
期

間
中
に
修
了
証
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

頂
け
ま
す
。

◆
申
込
開
始
：
10
月
28
日

（
月
）
午
前
11
時
（
定
員
に

な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
）

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
医
療
安

全
・
死
因
究
明
コ
ー
ナ
ー
」
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
お
申

し
込
み
願
い
ま
す（http://

www.med.or.jp/doctor/

anzen_siin/ai/

）。

◆
講
演
内
容
：

令
和
６
年
度

死
亡
時
画
像
診
断（
Ai
）研
修
会

◆
開
催
場
所
・
定
員
：
別
表

参
照

◆
申
込
方
法
：
日
本
産
業
廃

棄
物
処
理
振
興
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
お
申

し
込
み
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
地
域
医
療
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
７（
直
）〕

※
今
回
の
講
習
会
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
ま
し
て
対
面
の

講
義
形
式
で
は
な
く
、
講
義

動
画
を
各
自
で
視
聴
す
る
形

式
で
行
う
た
め
、
日
本
医
師

会
生
涯
教
育
制
度
の
単
位
を

付
与
で
き
る
要
件
を
満
た
し

て
お
ら
ず
、
単
位
付
与
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
下
さ
い
。

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
基
本
事
項

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
画
像
診
断
①（
総
論
）

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
画
像
診
断
②（
小
児
）

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
画
像
診
断
③
（
経
時

的
死
後
変
化
）

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

関
係
す
る
病
理
学

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

関
係
す
る
法
医
学

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
個
人
識
別

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

関
係
す
る
救
急
医
学

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
医
療
安
全
対
策
・
感

染
対
策

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
法
令･

倫
理

訃　

報

■
西
祥
太
郎
氏
（
元
京
都
府

医
師
会
副
会
長
／
元
日
本
医

師
会
理
事
）

９
月
１
日
死
去
、
94
歳
。

通
夜
・
葬
儀
は
近
親
者
の
み

に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

氏
は
昭
和
５
年
生
ま
れ
。

昭
和
31
年
京
都
大
学
卒
業
。

昭
和
39
年
医
療
法
人
玄
紀
会

西
医
院
開
業
。

昭
和
55
年
２
月
か
ら
平
成

２
年
１
月
ま
で
京
都
府
医
師

会
理
事
を
、
平
成
２
年
２
月

か
ら
平
成
８
年
１
月
ま
で
同

医
師
会
副
会
長
を
、
平
成
８

年
２
月
か
ら
平
成
13
年
３
月

ま
で
同
医
師
会
監
事
を
そ
れ

ぞ
れ
務
め
た
。

そ
の
間
、
平
成
８
年
４
月

か
ら
平
成
10
年
３
月
ま
で
日

本
医
師
会
理
事
を
務
め
た
。

平
成
12
年
に
勲
五
等
双
光

旭
日
章
（
現
：
旭
日
双
光
章
）

を
受
章
し
て
い
る
。

【
医
師
向
け
】
医
療
事
故
、

訴
訟
に
お
け
る
死
亡
時
画
像

診
断
（
Ai
）

【
診
療
放
射
線
技
師
向
け
】

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
Ｃ
Ｔ
と
感
染
対
策
／

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｕ
Ｓ

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課　

03
─

３
９
４
２
─

６
４
８
４

（
直
）

2024年9月1日時点の日本医師会会員の先生方を対象として9月
中にMAMISログイン情報のご案内はがきをお届けしました。ご確
認をお願いいたします。

詳しくは、MAMIS情報共有サイトをご覧下さい。

https://member-sys.info/

問い合わせ先：医師会会員情報システム運営事務局
 　 inguiry@mamis.med.or.jp 　　0120─110─030
 受付時間：平日10:00～18:00 ※土・日・祝日を除く
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　日本医師会では、日本医師会及び各地域医師会発の医師会活動に関する記事や日本医師会ホーム
ページの新着情報などを、「『日医君』だより」として電子メールで会員や国民、マスコミ関係者に直接
配信・提供しています。
　配信を希望される会員の先生方は、メンバーズルーム（要アカウント）からお申し込み下さい。

問い合わせ先 記事の内容：日本医師会広報課　TEL：03－3942－6483（直）
 登録、配信：日本医師会情報システム課　TEL：03－3942－6135（直）

「『日医君』だより」にご登録を！
に ち い く ん

https://www.med.or.jp/login.html
日本医師会　メンバーズルーム 検索

日本医師会からのお知らせ
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◇Iwatsubo T. Molecular Pathogenesis and Disease-modifying 
Therapies of Alzheimer’s Disease and Related Disorders. JMA J. 
2022;5(3):307-313.
　〔アルツハイマー病・認知症性疾患の分子病態と治療法に関する研究/2021年度〕

◇Katagiri M, Yamada S, Katoh M, Ko T, Ito M, Komuro I. Heart Failure 
Pathogenesis Elucidation and New Treatment Method Development. 
JMA J. 2022;5(4):399-406.
　〔心不全の病態の解明と新規治療法の開発/2021年度〕

◇Kitagawa Y. Development of Individualized Minimally Invasive 
Therapy and Multidisciplinary Care for Gastrointestinal Cancer. JMA 
J. 2022;5(3):314-318.
　〔消化器癌に対する個別的低侵襲治療・集学的治療法の開発/2021年度〕

◇Imanaka Y. Visualization and Improvement of the Quality, Efficiency, 
and Equity of the Healthcare System - Secondary Publication. JMA J. 
2024;7(2):147-152.
　〔「医療システムの質・経済性」の評価と向上に関する研究/2022年度〕

◇Fukuda K. Establishment and Industrialization of a New Treatment 
Method Using Regenerative Cardiomyocyte Transplantation for 
Refractory Severe Heart Failure - Secondary Publication. JMA J. 
2023;6(4):388-392.
　〔難治性重症心不全に対する再生心筋細胞移植による新規治療法の確立と産業
化/2022年度〕

　英文誌『JMA Journal』は、日本医師会が日本医学会と
の協力で発行しているオープンアクセスの総合医学雑誌で
す。毎年、日本医師会では医学上重要な業績を上げた会員
に「日本医師会医学賞」、医学上将来性に富む研究を行っ
ている会員に「医学研究奨励賞」を授与しておりますが、

「JMA Journal」では、これらの受賞研究に関する論文を
受賞された先生方にご投稿いただいております。今回は日本医師会医学賞を受賞
し、「JMA Journal」に掲載された論文7編をご紹介いたします。

　「JMA Journal」では、医学・医療全領域に
関する論文を始め、医療政策やオピニオンなど、
臨床以外の投稿も幅広く受け付けています。
　当面の間、論文の投稿料、掲載料、オープンア
クセス料等は一切無料となっております。皆様からのご投稿をお待ちしております。

日本医師会医学賞　受賞研究より

JMA Journal
×

 日本医師会医学賞

最新情報はこちら

▲

https://www.jmaj.jp
論文投稿はこちら

▲

https://mc.manuscriptcentral.com/jmaj
JMA Journal公式X

▲

https://twitter.com/JmaJournal
問い合わせ先： JMA Journal Support Office

▲

admin@jmaj.jp
 日本医師会国際課JMAジャーナル編集室

▲

jmaintl@po.med.or.jp

◇Date H. Living-donor Lobar Lung Transplantation - Initiation and 
Development - Secondary Publication. JMA J. 2024;7(2):190-194.
　〔生体肺移植の導入とその普及発展/2022年度〕

◇Okabe S. Development and Application of Technology for Neural 
Circuit Visualization - Secondary Publication. JMA J. 2024;7
(2):185-189.
　〔神経回路の可視化技術の開発とその応用/2023年度〕

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

増
口
の
お
す
す
め

基
金
制
度
で
は
、
「
自
由

な
プ
ラ
ン
設
計
」
と
し
て
、

加
入
後
も
年
金
の
型
を
一
部

変
更
し
た
り
、
掛
金
額
を
増

額
（
増
口
）
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
基
金
の
掛
金
に
つ

い
て
は
、
上
限
額
の
月
額
６

万
８
０
０
０
円
（
年
額
で
は

81
万
６
０
０
０
円
）
ま
で
増

口
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

増
口
に
よ
り
将
来
の
年
金
額

が
増
え
る
他
、
掛
金
は
税
制

上
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
、
上
限
額
ま
で
余

裕
の
あ
る
加
入
者
に
つ
い
て

は
、増
口
を
ご
検
討
下
さ
い
。

特
に
、
全
国
基
金
へ
の
移

行
後
、
年
金
の
支
給
期
間
が

一
定
期
間
に
確
定
し
て
い
る

「
確
定
年
金
制
度
」
の
取
り

扱
い
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
確
定
年
金
は
比
較
的
少

な
い
掛
金
額
で
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
旧
基
金
時
代
か
ら

の
加
入
者
で
、
上
限
額
ま
で

に
余
裕
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
確
定
年
金
制
度
を
活
用

し
た
増
口
に
つ
い
て
も
ご
検

討
下
さ
い
。

ま
た
、
50
歳
以
上
59
歳
未

満
の
方
で
あ
れ
ば
、
確
定
年

金
Ⅱ
型
（
年
金
支
給
期
間
65

～
75
歳
）
に
１
口
（
月
額
掛

金
４
４
０
５
円
。男
女
共
通
）

加
入
し
た
場
合
、
課
税
所
得

２
０
０
０
万
円
の
ケ
ー
ス
で

は
、
新
た
に
年
間
２
万
６
４

３
０
円
が
節
税
（
概
算
）
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

─日本医師会LINE公式アカウントを友だち登録・アンケートに
回答すると抽選で映画鑑賞ペアチケットが当たる！？─

映画『はたらく細胞』鑑賞ペアチケット
プレゼントキャンペーン実施中！！

　日本医師会が後援している映画『はたらく細
胞』（12月13日公開予定）は、人間の体内の細
胞達を擬人化した斬新な設定で話題を集め、テ
レビアニメ化もされたシリーズ累計発行部数
1,000万部を超える大人気同名漫画を実写映画
化したもので、ある人間親子の体内世界ではた
らく、映画史上最＂小＂の主人公―酸素を運
ぶ赤血球、細菌と戦う白血球、その他無数の細胞
達の活躍と、その親子を中心とする人間世界の
ドラマが並行して描かれた作品となっています。
　前号では試写会のご案内をいたしましたが、
このたび本映画の鑑賞ペアチケットを250組500名の方々にプレゼン
トすることといたしました。下記の応募方法に従い、奮ってご応募願
います（ただし、ご応募はスマートフォンからのみとなりますので、
ご注意願います）。
◆応募方法：
　STEP1：�日本医師会ホームページの特設サイトにアクセス
　STEP2：�特設サイト内にある「日本医師会LINE公式アカウント」ボ

タンをクリックし、日本医師会LINE公式アカウントを友
だち登録（登録済みの方は自動的に日本医師会LINE公式
アカウントのトーク画面へ飛びます）

　STEP3：�日本医師会LINE公式アカウントのトーク画面下部に表示さ
れるメニューに載っている「いますぐ応募する」赤いボタ
ンをクリック

　STEP4：�簡単なアンケートに回答
　STEP5：�応募完了！
　※�当選者には、後日、当アカウントから連絡いたします。
　※�応募完了後に当アカウントをブロックまたは削除した場合には

当選が無効になります。
　※�チケットの転売・譲渡の行為は一切禁止となります。
　※�応募は一人1回に限らせて頂きます（複数応募は無効といたします）。
◆応募締切：2024年10月31日（木）
◆特設サイト：�https://www.med.or.jp/people/info/

people_info/011884.html
◆問い合わせ先：�日本医師会広報課�� 03-3946-2121（代） 特設サイト
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